
【取組内容①】学習支援ツールとGoogleツールを活用した「自己調整学習力」の育成（自由進度学習）

栗橋小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

久喜市

【取り組み】

単元内自由進度を４年生が取り組みやすい形で行った。
学習支援ソフトに１時間ごとの学習のカードを用意し
子どもたちに配付する。そのカードに沿って自分一人
で学習を進めたり、友達と進めたりすることができた。
ふりかえりはスプレッドシートで積み重ねた。ふりか
えりシートで自分の学習の仕方をふりかえり、次時に
生かせるようにした。
【効果・成果】
子どもたち一人ひとりが自分で１時間のめあてを決め、
見通しをもって学習することができている。自分たち
の進度で進めることができるので、子どもたちは主体
的・意欲的に取り組むことができている。学習を共に
高めあえる友達を進友として、教え合ったり一緒に考
えたりと協働的に学ぶこともできている。教員も子ど
もたちのフォローにまわることができ、特に苦手な子
どもへの支援に重点を置くことができている。自由進
度学習を取り組んでみて、子どもたちの算数が嫌いな
人数が減った。まずは、算数嫌いをなくし算数に主体
的に学べる子どもを増やしていきたい。


